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多文化関係学会第20回 2021年度年次大会

10月23日(土)・24日(日) 開催

「新しい時代と共に育む多文化関係学－心のつながりと向き合う」

年次大会準備委員長 田中 真奈美（東京未来大学）

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、

非日常の日が続いていますが、皆さまがお元気

でお過ごしであることを願っています。

2021年の年次大会は、「新しい時代と共に育

む多文化関係学－心のつながりと向き合う」を

テーマに、10月23日(土)と24日(日)の2日間、

Zoomと代々木オリンピックセンターのハイブ

リッドで開催いたします。皆様のご参加を心よ

りお待ち申し上げます。

基調講演は、アルバータ大学 心理学部教授の

増田貴彦先生をお迎えし、文化と認知に関する

ご研究をご紹介いただくとともに、心理学から

見た文化の役割や機能について講演をしていた

だきます。

学会設立20周年記念事業セッションは、基調

講演とのコラボレーション企画のシンポジウム

を行う予定です。

新しい試みとして、若手研究者のためのセッ

ションを企画しています。詳細は後日お知らせ

します。

6月14（月）まで延長されました
※ ただし応募者多数の場合は、延長期間の途中で締め切らせて頂くこともございますので、予めご

了承ください。

＊申込要領 5月3日（月）受付開始です。

大会HPの「登録フォーム」を使用し、申し込みをしてください。

大会専用 HP URL：https://sites.google.com/view/tabunka-annual/

(1) 発表タイトル / Title

(2) 発表形式 / Type of presentation

(3) 応募者 氏名 / Name of the head presenter (contact person)

(4) 応募者 所属（大学等機関名）/ Affiliation

＊学生の場合は、大学名の後に所属学部/研究科名＋課程名を記載

(5) E-mail

(6) Tel

(7) その他発表者全員の氏名と所属 / Name(s) and affiliation(s) of co-presenter(s)・非会員連名発

表者がいる場合は、本発表の中で果たしている役割について説明してください（100字以内）.。

/Please explain the role of nonmember co-presenters (50 words)

(8) 発表要旨（日本語の場合、400-600字） / Abstract (250-300 words in English)

＊要旨には以下①②を含めるようにしてください。

① 発表の主旨と背景／理論 / Background / theory

② 研究／実践について：目的、対象、方法（データ、参加者、手続きなど）、結果、

考察、結論／提案／制約など / Purpose, object, method (including data, participants, 

procedure), results, discussion, conclusion / suggestion / limitation

研究発表応募要領（申し込み先・締め切り・抄録提出等）
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(9) 多文化関係学との関連性（約200字）

/ Please explain the relevance of your proposed topic to the conference or poster theme.

(10) 本学会の関連主要研究領域 / Research area

＊発表者の決定

大会委員会で審議し、7月上旬を目途に採択の可否をメールでご連絡します。

＊抄録原稿の提出

発表予定者は発表内容の抄録原稿をGoogle formでファイル添付をしてお送りください（8月31日

（火）必着)。詳細は採択可否のメールでお送りします。抄録執筆要綱を熟読の上、テンプレート

を使用して作成してください。

研究発表 石井奨励賞

全国大会での「石井奨励賞」への応募をお待ちしております！

多文化関係学会・全国大会において、下記の「対象者」に該当する会員は、石井奨励賞への応募

が可能です。石井奨励賞は、若手研究者のキャリア開発支援のひとつとして、優れた研究発表を促

進し、表彰するという目的のもと、次の手順で審査・表彰がおこなわれます。

（1）対象者

年次大会において、単著による「口頭発表」もしくは「ポスター発表」をおこなう、次の①

②いずれかの会員：①学籍のある大学院生；②大会時、任期に限りのある職に就いている教

員等。抄録送付の際、①②いずれの条件に該当するか明記すること。該当する会員すべてが

選考の対象となる。

（2）審査方法

一次審査：抄録原稿（A4・4 頁）により、若干名を選考する。※抄録2 頁、共著発表の場合

は対象としない。

二次審査：一次審査を通過した会員の口頭発表及びポスター発表の内容並びにプレゼンテー

ションを審査し、研究の将来性も踏まえた上で、若干名の受賞者を選考する。

（3）副賞

2万円

（4）学会誌への投稿の推奨

受賞者に対しては、対象となった発表を基にした完成原稿を次号の『多文化関係学』に投稿

することを強く奨励するが、義務とはしない。なお、投稿された論文は通常の査読にかけら

れ、審査がおこなわれる。論文が採用になった場合、「石井奨励賞受賞論文」と明記の上、

学会誌に掲載される。

（5）表彰

年次大会後に発行されるニュースレターに、石井奨励賞受賞者名、論文タイトル、学術委員

会によって結成された審査委員会による講評を掲載する。翌年の年次大会の総会において、

受賞者の表彰がおこなわれる。

学術委員長 岡部大祐（順天堂大学）
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大会までのスケジュール・参加費

スケジュール

・5月31日（月）発表申し込みの締切日（必着）

↳ 6月14（月）まで延長！

※ ただし応募者多数の場合は、延長期間の途中で締め切らせて頂くこともございますので、予め

ご了承ください。

・7月上旬 発表申し込み者への審査結果の通知と抄録作成依頼

・7月30日（金）発表予定者の年会費振込み締切日

支払いが完了していないと発表が取り消しになります。

・8月31日（火）抄録提出の締切日（必着）

・9月17日（金）大会参加事前申込および大会参加費事前支払い期限

・10月上旬プログラム完成版の発表

大会参加費

年次大会お問合せ先

大会HPから、Google formでお問い合わせください。

第20回年次大会運営委員会 一同

田中真奈美（東京未来大学）

馬場智子 （岩手大学）

水松巳奈 （東洋大学）

申知元 （神田外語大学）

＊新型コロナウイルス感染拡大の状況によって、すべてオンライン開催となる可能性があります。
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種別
事前払い

9月17日までにPeatixで支払い済であること
前日までの支払い

発表者・正会員 3,000円 事前払いのみ

非発表者・正会員 2,000円 3,000円

シニア会員 2,000円 2,000円

大学院生 1,000円 1,000円

非会員 3,000円 3,000円

学部生 0円 0円



★理事会が新しくなりました★

■今年4月より、田崎 勝也 氏が会長2期目となり、新たな理事体制となりました。

会長の挨拶と共に、新しい理事・監事・特任理事をご紹介します。

会長 挨拶
田崎勝也 (青山学院大学)

これからの多文化関係学会

この度引き続き本学会をお預かりすることになりました青山学院大学の田崎勝也です。平素より

会員の皆様方には学会運営にご協力を賜り誠にありがとうございます。御礼を申し上げます。

会長職を仰せつかり2年が経ちましたが、この間学会の様子を俯瞰的に検証して参りました。特

に以下の2点に関しては本学会の学術的な活動および学会の運営に寄与する修正すべき案件であり、

今後2年の任期中には、学会の質のさらなる向上に向けて、具体的に対策を講じて参りたいと考え

ています。

1点目は学会誌についてです。ご存じの通り機関誌『多文化関係学』は多文化関係学の研究知見

の蓄積および学会員の研究発表の場として、本学会で重要な役割を果たしてきました。2004年の

創刊号から主に実証研究を想定した「論文」と「研究ノート」の2カテゴリで論考を公募してきま

したが、これらの2形態では多様な文化研究に十分に対応できないといった問題がありました。そ

こで論文カテゴリを発展的に見直し「原著論文」「探索的研究論文」「総説研究」「実践報告」

「書評・映像・展示評」の5カテゴリとすることで、さまざまなジャンルの文化研究に対応するこ

とにしました。これら新カテゴリの詳細については編集委員長・渋谷百代先生からの紹介を見て

いただくとして、学会誌関係では他にも「人を対象とした研究倫理」や「企業との利益相反」と

言った近年のトピックに対応すべく投稿規定を見直しました。また特集号の編纂や大会シンポ

ジュームの紙上採録など「企画もの」の編成が容易に行えるよう規則を改変するとともに、副会

長の笠原正秀先生を中心に、編集委員長、学術委員長、大会準備委員長が集い意見を交換する場

として「学術連絡委員会」を立ち上げることにいたしました。学術連絡委員会では各委員会が有

機的なつながりをもち、投稿論文では拾いきれない本学会の学術活動のアウトプットの場につい

て案を練り、多文化関係学の研究知見の蓄積および促進を図っていきたいと考えています。

2点目は学会業務の簡略化に向けた取り組みについてです。理事の先生方はそれぞれ勤務校での

責務をお持ちのなか、ボランティア・ベースで理事職を担ってくださっています。他方で、入試

業務の増加など、昨今の大学業務は益々複雑になり、校務の比重が相対的に増え、我々が純粋に

研究に充てられる時間は年々減少しています。こうした現状に鑑み、学会としても、理事の先生

のご負担を少しでも軽減すべく、業務の簡略化に取り組むことにしました。各委員会には業務の

見直しをお願いするとともに、特に学会の中で最も比重が重い業務の一つである大会運営に関し

ては、副会長で21年度大会準備委員長である田中真奈美先生には、旗手として作業過程の抜本的

な見直しをお願いしました。外部委託の積極的な活用、準備委員会と会場提供校の役割分掌、研

究発表査読の簡略化、各種委員会との連携など、大会準備を担われた先生方が最低限の労力で開

催に漕ぎつけられるよう検討していただいています。また各年度の新たな取り組みや反省点など

を含めてマニュアル化し、将来に向かって大会運営の知見が蓄積していくように業務の簡略化を

進めていきたいと考えています。

以上、会員の皆様方にはこれまでと同様にご協力をいただきますようどうぞ宜しくお願いいたし

ます。
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監事（五十音順）

伊藤 明美 藤女子大学 会計監査

河野 康成 元立教大学 会計監査

特任理事

Hidasi Judit ブダペスト商科大学（ハンガリー） 特任理事

◼ 変更が生じた場合やこの他の各委員会委員および地区研究会委員につきましては、決定次
第、氏名・所属を学会ホームページにてお知らせいたします。

理事・各地区研究会委員長・委員（五十音順）

氏 名 所 属 役 職

宇治谷 映子 名古屋外国語大学 関西・中部地区研究会委員長

江藤 由香里 山陽学園短期大学 中国・四国地区研究会委員長

岡部 大祐 順天堂大学 学術委員会委員長・20周年記念事業作業部会員

笠原 正秀 椙山女学園大学 副会長

河野 秀樹 目白大学 学術委員会委員・20周年記念事業作業部会員

小坂 貴志 神田外語大学 選挙管理委員会委員長

小林 浩明 北九州市立大学 九州地区研究会委員長

渋谷 百代 埼玉大学 学会誌編集委員会委員長

申 知元 神田外語大学 財務委員長

鈴木 崇夫 愛知淑徳大学 関西・中部地区研究会委員

武田 礼子 成城大学 関東地区研究会委員

田崎 勝也 青山学院大学 会長・20周年記念事業作業部会アドバイザー

田中 真奈美 東京未来大学 副会長・2021年度大会委員長

藤 美帆 広島修道大学 学術委員会委員・20周年記念事業作業部会員

鳥塚 あゆち 関西外国語大学 学会誌編集委員会委員

内藤 伊都子 東京福祉大学 ニュースレター委員会委員長

中野 遼子 大阪大学 学会誌編集委員会委員

畠中 香織 関西医科大学 Web管理・広報委員会委員長

馬場 智子 岩手大学 北海道・東北地区研究会委員長

水松 巳奈 東洋大学 学会誌編集委員会委員

湊 邦生 高知大学 学術委員会委員・20周年記念事業作業部会員

守﨑 誠一 関西大学 ニュースレター委員会委員

矢元 貴美 大阪大学 学会誌編集委員会委員

叶 尤奇 神田外語大学 関東地区研究会委員長
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2020年度 多文化関係学会 理事会議事録 抄録

■第4回理事会議事録

日時：2021年3月12日（金）10時-12時

方法：Zoom MTG

出席：田崎、田中、湊、松井、岡部、畠中、金本、内藤、宇治谷、小林、出口

欠席：小坂、馬場、岡村、江藤、（委任状あり） （敬称略・順不同）

議事次第

1.報告事項

(1)事務局からの報告

• 3月11日時点での会員数は311名。正会員245名（入金待ち2名）、学生 61名（入金待ち1名）、シニア 5

名。

• アクセライトから契約満了の連絡があった。

• 請求書発送業務が終わるまでは事務局でアルバイトを雇用し業務を行うこととする。事務局の住所は現

在の住所を使用する。

(2)地区研究会委員会からの報告

• 関東地区研究会は2月21日に開催。参加者は16名であった。

• 中部・関西地区研究会は9月以降特に活動していない。

• 九州地区研究会は3月27日に開催予定。現在の申し込み数は10名弱。引き続き参加を募っていく。

• 開催時期に関して以下の質疑応答があった。開催時期をずらしても構わないか。

→これまで、第一回理事会と関東地区研究会（中部・関西地区の時もあった）を同時開催していたが、

オンラインでの開催なら同日開催にする必要はないのではないか。→次期理事会の検討事項として申

し送りとする。

(3)学会誌編集委員会からの報告

• 第17号の発送は完了した。

• 査読への異議申し立てがあったが、取り下げられた。

(4)多文化関係学会WGからの報告

• 問題点を洗い出し改善を検討するのがWGの作業であるが、現時点では特にない。

(5)学術委員会からの報告

• 2022年の創立20周年に向けて記念出版の企画を進めている。会員からの応募ができるようにしたい。

今月末会員募集を開始する予定である。

(6)ニュースレター委員からの報告

• 2月に38号を発行。次回は6月に発行予定。

• 新理事に執筆を依頼する予定である。

• 原稿締め切りはゴールデンウイーク明けの予定だが、必要に応じて締め切りを過ぎても受け付ける。

• 新理事の所属・役職は副会長がまとめ、ニュースレター委員会へ報告する。

(7)その他

• 特になし
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2.審議事項

(1)次年度の大会について

• 現時点では、ZOOMによるオンライン開催の可能性が大きいと考える。

• 東京を拠点とする予定。

• 開催時期は、10月23日・24日または30日・31日で検討中である。

• 次期大会の準備委員長に関する審議の結果、満場一致で田中真奈美先生に決定。

(2)所属地区のリスト作成について（江藤先生）

• 会員情報を非公開にしている会員も多いので現在の登録情報から地区のリストを作成するのは困難で

ある。

• オンラインだと地区に縛られないので、地区会員だけでなく全員あての広報でも構わないのではないか。

• 広報の問題ではなく、企画するにあたり地区にどのような方がいるかがわかったほうが企画しやすい。企

画や地区の発展のためにも地区内でのネットワークの形成が重要である。限られたメンバーで回すこと

からの脱却を考えたい。

• 登録の際、会員が地区を選び登録するようなシステムを作成する。

• 変えるのであれば、今後の活動を見据え、他の項目も含め登録内容について全体的に見直してはどう

か。

• 本件については、次期理事会で検討していただくこととし、申し送り項目とする。

(3)その他

• 新理事の役職が決まったら、前任者に連絡するようにする。

• 各担当で引き継ぎを行う。

以上
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地 区 研 究 会 報 告

■北海道・東北地区研究会報告

日 時：2021年5月8日（土）13：00～15：00

方 法：Zoom

講師①：李鳳 先生（北海商科大学）

テーマ：「日韓異文化コミュニケーションにおける文化的相違」

講師②：遠山淳 先生（桃山学院大学名誉教授）

テーマ：「二重信仰と両立型コミュニケーション～長崎潜伏キリシタンにみる」

5月8日（土）13時～15時、第1回北海道・東

北地区研究会をオンラインで開催することがで

き、お二人の先生にご発表を頂きました。お一

人目は李鳳先生（北海商科大学）による「日韓

異文化コミュニケーションにおける文化的相

違」で、日本も韓国も、最も多い異文化間コ

ミュニケーションを行う相手であるという事を

踏まえ、両者の多文化社会の特徴と、異文化コ

ミュニケーションの類似点と共通点についての

分析を行われました。前半では先行研究で明ら

かになっている「韓国と日本を比較すると、日

本の方が不確実性を回避する傾向が強いため、

ともに仕事をする際お互いの進め方に疑問を抱

いてしまう」など、事前に理解しておくだけで

円滑な関係構築につながるのではないかという

比較軸が複数あるということをご提示いただき

ました。後半は、先行研究で明らかになってい

る日本と韓国の文化的相違の特質が、若い世代

（特にMZ世代）において継承されている点、ま

た変化している点について分析するという今後

のご研究構想を伺うことができました。



お二人目は遠山淳先生（桃山学院大学名誉教

授）に「二重信仰と両立型コミュニケーション

～長崎潜伏キリシタンにみる」というテーマで

ご講演を頂きました。このテーマについて先生

は、10年かけてご研究をした結果、その言葉す

らあまり適切でないという印象を持たれたとい

う所からはじまり、自分の視座が西洋のキリス

ト教側なのか日本文化の方にあるのか、宗教史

として、隠れキリシタンということばを見てい

るのか。自分とは何者かを問われるのではない

かというお話から、「本当に隠れていたのか」

という当時におけるキリシタンのふるまい、特

に仏教徒の対峙の仕方が従来理解されているも

のとは異なり、土着化したことで、（同じく外

国から流入して土着化した）仏教との二重性が

みられるということを、歴史資料を踏まえて論

じられました。また、国内のキリシタンだけを

特異なものとして捉えるだけでは見えないもの

があり、日本における（あるいは世界におけ

る）新しい宗教を受け入れる際に生じる宗教間

の軋轢（弾圧）という歴史学の視点から見る必

要性を指摘されました。総括として、潜伏キリ

シタンと呼ばれる人々は、両立型の人間がキリ

スト教・仏教どちら側も長く習慣化し、その生

き方に取り入れるという存在だったのではない

かという考察を行われました。

また最後に遠山先生から、日韓のコミュニ

ケーションの文化的相違というテーマとも関連

付け、どの視座からみているかということ（立

場・あるいは学問的領域）に意識的になる必要

があり、例えば国家間比較であれば、各国の研

究者が自文化について客観的な資料を提示しあ

うことで、異文化交流史、異文化交流に関わる

研究が深まるのではないかという示唆を頂きま

した。

オンラインという形で討議が十分にできない等

の制約もありましたが、他地区の会員にご参加

を頂けるという成果もございました。また、今

回、北海道・東北地区ご所属と分かっている方

へのみ、事前に発表募集をいたしました。今後、

地区研究会活性化を図れればと考えております

ので、ご進学・就職・異動等で新たに北海道・

東北地区に移られたという方のご連絡もお待ち

しております（次回の地区研究会企画の際、ご

発表募集のお知らせをお送りします）。

報告者：馬場智子（岩手大学）

11名の方にご出席を頂きました
（写真掲載につきましては、ニューズレター掲載に限って許可を頂きました）
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■関東地区研究会報告

日 時：2021年2月21日（土）13：30～15：30

方 法：Zoom

講 師：齊藤美野 先生（順天堂大学）・岡部大祐 先生（順天堂大学）

テーマ：「翻訳の遍在性・多義性と領域横断可能性の検討：新たな問いを発見するために」

本研究会は15名ほどの参加者をもとに開催し

ました。齊藤先生と岡部先生には、翻訳の遍在

性・多義性、翻訳を研究する際に用いる方法に

ついてご講演いただきました。また、翻訳学と

他の分野との領域横断の可能性について、参加

者同士で議論を行いました。

まず、アイスブレイクとして、参加者はブレ

イクアウト・ルームに入り、「通訳」と聞いて

思いつくことについて、同じルームのメンバー

と意見交換を行いました。その後、メインセッ

ションに戻り、各ルームで挙げられた意見を共

有しました。「文字を介した異文化理解」、

「より分かりやすい言葉に転換する、情報を伝

える」、「文章、文法」、「細かい、難しい」、

「意訳・直訳」などがその例でした。

次に、齊齋藤先生は、「ある言語のテクスト

（起点テクスト、Source Text）を、別の言語の

テクスト（目標テクスト、Target Text）に置き

換える行為」という翻訳の定義を提示し、書籍、

映像作品、報道、マニュアル、衣服、食品、日

本語という様々な具体例を取り上げ、翻訳の遍

在性について説明しました。また、翻訳の多義

性について、言語内翻訳、言語間翻訳、記号間

翻 訳 と い う 3 つ の 翻 訳 概 念 （ Jakobson

1959/2004）を、具体例を取り上げながら解説

されました。特に、記号間翻訳という参加者の

多くにとって新しいカテゴリーは「移し換え、

非言語による解釈」であり、これは「言語を踊

りや絵などの別の記号体系に解釈して表される

もの」であるとの具体的な説明がなされました。

さらに、記号間翻訳の拡張例として、「絵を絵

に翻訳する」、「人間以外の生き物とのやり取

り」、「音を光・振動に翻訳する」などという

翻訳の拡張例が紹介されました。

翻訳の遍在性と多義性の説明が終わった後、

自身の研究と関わる3種類の「翻訳」というト

ピックをもとに、2つ目のアクティビティが行わ

れました。参加者は、自身の研究と関連する

「翻訳」の種類をチャットに入力しました。そ

の際に、「日本語教育の場面で、学習者が理解

できる範囲の日本語に置き換えること」や、

「留学を希望する大学生は、これまで学習した

英語をacademic Englishに書くこと」など、

様々な実例が書き込まれました。また、岡部先

生は、がん啓発のイベントという自身の調査

フィールドにも3つの種類の翻訳があると語りま

した。例えば、マレーシアのがん啓発のイベン

トにおいて、英語情報を中国語とマレー語情報

に翻訳することは言語間翻訳であり、医学言語

を日常語に翻訳することは言語内翻訳であり、

イベントに参加する人々の表情や会場のレイア

ウトなどをイラストや写真、文字などのフィー

ルド・ノートに転換することは記号間翻訳であ

ると説明しました。

さらに、齊藤先生は、翻訳学という専門分野

において、何について論じられてきたかについ

て解説しました。その際、「等価」と「特定の

社会・文化・歴史的コンテクストで実践される

翻訳というコミュニケーション」という2つの研

究方向が取り上げられました。それらの知識を

踏まえ、齊藤先生は、翻訳学と他の分野との領

域横断の可能性を提示しました。具体的に言え

ば、翻訳学の視点を取り入れると、「研究対象

に『翻訳』が介在している可能性を考察でき

る」こと、「複層的にテクスト／事象を捉えら

れる」こと、「各テクスト／事象の間に存在す

る人・物（『翻訳者』）に意識を向けられる」

ことが考えられると説明しました。そこで、岡

部先生は、自身の研究に翻訳学の視点を取り入

れれば、がん啓発のイベントという研究フィー

ルドそのものが「翻訳」の産物であり、翻訳学

の立場から新たな問いが立てられることを解説

しました。
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3つ目のアクティビティとして、「盗作・盗

用・剽窃」という共通のテーマに関して、（1）

参加者自身の専門分野の理論・概念を用いて、

どのような問いが立てられるのか、（2）翻訳学

の視点を取り入れた際に、どのような問いが立

てられるかについて、各ブレイクアウト・ルー

ムで議論され、その結果がメインセッションで

共有されました。参加者の中から、「文化が盗

作・盗用・剽窃という行為にどのような影響を

与えるのか」、「盗作・盗用・剽窃はイノベー

ティブなものの源泉になりうるのではないか」、

「翻訳自体が『盗作』ではないか」という問い

が出されました。それに加えて、翻訳学の視点

を取り入れると、「盗用されたテクスト（ST）

と盗用テクスト（TT）の形式面（語彙・表現方

法・文体）の類似点・相違点は何か」、「各文

化・時代において、翻訳（STの存在を明示した

TT）と盗用（STの存在を非明示したTT）の境

界線はどこにあるか」、「STを明示していない、

特定の翻訳書（TT＝盗用）のSTは、どの作品

（のどの部分）か」、「翻訳書（TTでありST）

からの剽窃（TT）は、翻訳者の権利をどのよう

に脅かすのか」という問いが立てられることに

ついて、齊藤先生が説明を行いました。

最後に、岡部先生は、今回の研究会の趣旨に

ついて再び説明しました。すなわち、今回の翻

訳学の視点から問いを立てるという実践を通じ

て、参加者に自分自身がなぜそのような問いを

立てたのかという「問いを問う」（cf. 宮野

2021）ことを考え、自分自身の領域の限界に囲

い込まれていることを意識することで、これま

での多文化関係学で提唱された「多面的・重層

的・複眼的・通時的」（久米・松田・抱井

2011: 18）な視点を身につける契機にすること

が、今回の研究会の趣旨でありました。

報告者：叶尤奇（神田外語大学）

■九州地区研究会報告

日 時：2021年3月27日（土）13：00～16：30

会 場：筑紫女学園大学及びオンライン（Zoom）

テーマ：「コロナ禍における留学交流の実情～実務者として経験したこと、実践したことを中心に～」

話題提供者：①石松 弘幸 氏（佐賀大学）、②家根橋 伸子 氏（東亜大学）、③鴈野 恵 氏（筑紫

女学園大学）、④小林 浩明 氏（北九州市立大学）、⑤原 紘子 氏（熊本県立大学）、

⑥岩野雅子氏／ウィルソン・エイミー氏（山口県立大学）、⑦山田直子氏（筑紫

女学園大学）
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3月27日(土)、多文化関係学会九州地区研究会

「コロナ禍における留学交流の実情～実務者として

経験したこと、実践したことを中心に～」が、筑紫女

学園大学(対面)及び、Zoom(オンライン)にて同時開

催された。本研究会の目的は、九州・中国地区にお

ける中小規模大学の留学交流の実情や実践につい

て報告し、実践の課題を共有することで翌年度につ

なげることであった。対面参加者：6名、オンライン参

加者：14名。

まず、主に在日留学生に焦点を当てて3名のご発

表があった。石松氏のご発表では、「留学生生活実

態調査」を基に、佐賀大学の留学生のコロナ禍にお

ける実情と留学生対応者及び留学生への聴き取り

の結果を報告された。コロナ禍において経済支援へ

の申告が増えていることと、精神健康面での影響が

大きく、オンラインでもよいので交流したいという留学

生の希望があるとのことである。留学生の孤独が浮

き彫りになっていることを感じた。家根橋氏は、東亜

大学の実情及び、渡日できない留学生に対してライ

フストーリーインタビューを用いて考察したことを発

表された。「母国での留学生活をどう体験していたの

か」について、留学生には想像以上のストレスがあっ

たとした。さらに、母国にいながらにしてオンライン授

業を受けている現状に対して、「留学は日本にいるこ

と」「成長することが留学」だとする留学観を持ち、交

流意欲が高まっていることに考えさせられた。鴈野

氏は、筑紫女学園大学の実情を、留学生教育と日

本語教師養成の側面から事務職員との連携を交え

て報告された。コロナ禍やオンライン授業が及ぼした

課題として、交換留学生のメンタルケアがあげられて

いた。学部留学生も同様の問題を抱えるが、チュー

ター制度の導入もあり、対応しやすかったようである。

また、日本語教師養成では、2020年を通して教壇

実習や海外実習ができていないことから、その代替

として地域ボランティアへの参加を検討しているとの

ことだ。

次に休憩をはさんで、主に日本人学生に焦点を

当てた3名のご発表があった。小林氏は北九州市立

学において、2021年度の学部留学生の半減や短期

留学生の辞退・延期があることを報告された。さらに、

日本人学生の送り出し(交換・派遣)は、2021年以降

春から全面中止されているが、「自己責任でもいい

から留学したい」という切実な願いを持つ学生も少な

くないとのことだ。今後の課題としては、待機を含む

派遣学生の総定数を超えることへの職員の負担増

や、休学及び復学判断の難しさなどを挙げられてい

た。熊本県立大学の原氏は、国際交流の実情につ

いて述べた上で、オンラインでできることとして、「英

語ディスカッショングループ」における学生の活動を

紹介された。3分程度の映像作品でタイトルは“A

New normal for our future”である。新型コロナに

より引き起こされた変化を、日常生活や大学生活、

就職活動の面からバイリンガル(日本語・英語)で表

現されており、学生の抱く思いが伝わる短編であっ

た。岩野・ウィルソン氏両名は、山口県立大学におけ

る、COIL (Collaborative Online International

Learning L)という、ICTツールを用いて、海外の大

学に属する学生たちとバーチャルにつながるオンラ

イン国際交流学習について報告された。COILはコ

ロナ禍よりも前に実践されており、海外の留学プログ

ラムの前後に実施したりすることで、その後の人間関

係の構築につながるという。さらに、COILで海外の

学生と一緒に授業を受けることで、刺激を受けること

ができる点に魅力を感じた。

最後に、筑紫女学園大学の山田氏から「留学生

交流再考」というテーマでご発表があった。コロナ禍

により、学生モビリティが停止したことで、反ってモビ

リティの規模の急拡大(プログラム数、人数、ネット

ワーク広がり)が意識されるようになった。今や、派遣

制度、海外研修プログラム、留学生との共修授業な

どは、大学教育の「おまけ」ではなく重要な教育活動

の一部を担っているとのことである。「インターナショ

ナルコミュニケーションⅡ」におけるタンデム学習で

は、学習者に対面と同じような情動の変化が確認さ

れたという。今後の展開としては、今は交流再開まで

の準備待機期間ではなく、新しい国際教育・多文化

教育の在り方を模索する時期だと述べられた。

7名のご発表の後、在日留学に関するグループ、

日本人学生に関するグループ、2つのブレークアウト

セッションに分かれ、対面参加者も交えてディスカッ

ションを行った。私は主に在日留学生に関するグ

ループに参加したが、ざっくばらんに話すことができ、

時間が経つのがあっという間だった。各大学や機関

の様々な実情を知ると共に、自身の抱える課題への

解決策をさぐる大変有意義な研究会であった。

報告者：清水順子(北九州市立大学)
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地 区 研 究 会 案 内

■関東地区研究会案内

日 時：2021年9月25日（土）13：30～15：00（max15：30）

方 法：Zoom

講 師：小山健太 先生（東京経済大学）・石黒武人 先生（立教大学）

テーマ：「多文化組織の日本人リーダー：変化対応力の構築」

【内容】

近年、日本企業では、多様な国籍の社員と共に働く多文化組織が増えつつある。それを背景に、

日本企業で働く外国人社員の異文化適応や組織社会化等に着目する研究が行われている一方、多

文化組織で働く日本人のリーダーシップや葛藤解決方略等に焦点を当てる研究も行われ始めてい

た。本研究会では、後者の研究を紹介しつつ、今後の研究の方向性を議論することを主な目的と

し、異文化マネジメントを研究する小山健太先生並びに異文化コミュニケーション学を専門とす

る石黒武人先生をお招きする。小山先生には、外国人社員と共に働く中、日本人上司はいかに変

化対応力を身につけ、自分自身の意識・行動をどのように変容させていくのかについてお話をし

ていただく。また、石黒武人先生には、多文化組織を比較的うまく機能させている日本人上司の

動的思考プロセスとその継承についてお話しいただく。参加者の皆様とともに、多様な国籍・文

化的背景を持つメンバーと働く日本人リーダーに求められるグローバル・マインドセットとは何

かを議論しながら、各専門分野からのアプローチ並びに分野横断研究の方向性と可能性を探索し

たい。

【講師】

小山健太（Kenta Koyama）

東京経済大学コミュニケーション学部准教授、同大学グローバル組織・キャリア開発研究所所

長。専門は組織心理学、キャリア心理学、異文化マネジメント。 人材育成学会奨励賞（研究部

門）受賞。政府「外国人留学生の就職や採用後の活躍に向けたプロジェクトチーム」委員（2019

年度）、文部科学省検定教科書『ビジネス・コミュニケーション』執筆（共著、東京法令出版）

など社会的活動にも取り組む。キャリアコンサルティング2級技能士（国家資格）。

石黒武人（Taketo Ishiguro）

立教大学異文化コミュニケーション学部准教授。専門：異文化コミュニケーション学。著書に

『多文化組織の日本人リーダー像：ライフストーリー・インタビューからのアプローチ』（春風

社）、『多文化チームにおける日本人リーダーの動的思考プロセス：グラウンデッドセオリーか

らのアプローチ』（春風社）、『はじめて学ぶ異文化コミュニケーション』（有斐閣、共著）等

がある。
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お 知 ら せ

Web 管理・広報委員会より

≪登録事項の更新をお願いします≫

■会員専用サイトでの所属・住所等の変更
ご所属・e-mailアドレスなど会員登録情報の更新をお願い致します。会員登録情報の変更は会員各
自で行えます。登録情報を更新しなければ学会からのお知らせが届きません。登録情報に変更があっ
た場合は更新をよろしくお願い致します。また、e-mailアドレスについては、現在使用されていないアド
レスの方がいらっしゃいますので、今一度ご確認ください。なお、IDやパスワードがお分かりにならない
方は、畠中宛 hatankao＠hirakata.kmu.ac.jp（全角の＠を半角の@に変更してください）に御連絡
下さい。

■登録情報の更新手順
1. 多文化関係学会ホームページ（URL: http://www.js-mr.org/）
2. 学会員専用サイト（会員番号・パスワードを入力し、ログインボタンをクリック）
3. 登録情報更新をクリック
4. 変更点を修正し、一番下の更新をクリック

（Web管理・広報委員会委員長 畠中香織）

2021年度より学会誌編集委員長を務めます渋谷百代（埼玉大学）です。金本伊津子前委員長（桃山
学院大学）から引き継ぎを終え、委員会も新年度体制となりました。どうぞよろしくお願いします。

■ 『多文化関係学』第18巻（2021年度）について
目下、第18巻の編集作業に取り掛かっています。締め切りを5月10日に延長したこともあり、今回は論
文、研究ノートを合わせて13件の投稿がありました。ご投稿いただきました皆様に感謝を申し上げます。
またこれから査読・編集の作業を進める中で、査読委員としてご協力を賜ります会員の皆様も、どうぞよ
ろしくお願いいたします。第18巻の発行予定は12月を目途としております。

■ 「投稿規程」「執筆要領」の改訂について

『多文化関係学』が会員の皆様の研究発表にとって更にふさわしい場となり、そこから活発な学術議論
が内外に展開することを期待して、2022年度（第19巻）から「投稿規程」及び「執筆要領」を改訂します。
主な変更点は以下の通りです。

• 投稿区分が5つになります。そのうち、「原著論文」「探索的研究論文」「総説研究」「実践報告」の4区
分での投稿には査読があります。「書評／映像・展示評」は、編集委員会で掲載可否を判断します。

• 投稿原稿はテンプレートを使って作成することになります。字数制限についてもテンプレートによる原
稿のページ数で設定します。

• 投稿の際、研究倫理及び利益相反についての表記を確認します。

詳細につきましては、後日ホームページに掲載する「投稿規程」及び「執筆要領」をご確認ください。
また、10月23、24日に開催される年次大会においても投稿論文ワークショップを開催し、新しい投稿
区分と各評価基準の紹介をする予定です。こちらも是非ご参加ください。

■ 2021年度学会誌編集委員会
委員長 渋谷 百代（埼玉大学）
委員 鳥塚 あゆち（関西外国語大学）
委員 中野 遼子（大阪大学）
委員 水松 巳奈（東洋大学）
委員 矢元 貴美（大阪大学）

（委員は五十音順）
（学会誌編集委員会委員長 渋谷百代）

学会誌編集委員会より
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学術委員会より

昨年度はオンライン大会となり、口頭発表に絞った開催となったため、学会創設20周年記念事

業連続シンポジウムは延期となりました。今年度は、オンライン環境のメリットを活かし、基調

講演・演者の増田貴彦先生（University of Alberta, Canada）を迎え、シンポジウムを実施予定

です。同じく学会創設20周年にあたり記念出版の準備を進めております。10周年出版を継承し、

多文化関係学の新たな可能性を探った論考を準備中です。いずれもご期待ください。

■20周年記念事業作業部会

岡部大祐（順天堂大学）

河野秀樹（目白大学）

藤美帆（広島修道大学）

湊邦生（高知大学）

田崎勝也（青山学院大学）アドバイザー

（学術委員会委員長 岡部大祐）

会員新著紹介

■『今、なぜドラッカーと渋沢なのか？』

著 者：御手洗昭治 者

出版社：ごま書房新社 ￥1,400+税

出版年：2021年3月

内 容：「ドラッカーは、渋沢栄一から経営思想を学

んだ！『青天を衝け』の主人公・渋沢についてドラッ

カー曰(いわ)く「経営の社会的責任について論じた歴

史的人物で、あの偉大な明治を築いた大物人物と言え

ば渋沢である。彼の右に出る者はいない」。

二人とも多岐にわたるユニークな経歴の持ち主であっ

た。また、人生や生き様、経営思想においても二人は

似通っている。本書には、この両巨頭のビジネス思想

を、現代の私たちが、いかに人生や仕事に生かすか、

そのヒントが満載されている。序章「今、なぜドラッ

カーと渋沢なのか？」、第1章「意外！渋沢から経営

思想を学んだドラッカー」、第2章「ドラッカーと渋

沢の共通点を探る」、第3章「渋沢が試みた国益と国

際関係の強化策」、第4章「もし、ドラッカーと渋沢

がいれば、ポストコロナ時代をどう予測するか」
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事務局より

新型コロナの第4波がこれまでの波をはるかに上回るスピードで急拡大しており、何かとスト

レスフルな日々が続いてもう1年以上経とうとしておりますが、皆さまお変わりなくお過ごしの

ことと存じます。

さて、4月から理事会のメンバーが変わり、新理事会がスタートを切りました。より活発な学

会活動のため、事務局もこれまで以上に工夫して参ります。何かと不慣れな点が多く、皆さまに

ご迷惑をおかけすることがあると存じますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。

以下、事務局からのお知らせです。

■事務局所在地の変更について

事務局の所在地が以下の場所に変更になります。

〒890－0005 鹿児島県鹿児島市下伊敷1－52－1

鹿児島県立短期大学 文学科 石井英里子研究室内 多文化関係学会事務局

＊Eメールアドレス admin＠js-mr.org（全角の＠を半角の@に変更してください）

■学会ホームページ「学会員専用サイト」における登録情報の更新について

学会ホームページ http://www.js-mr.org/ では、登録情報の更新などを行える「学会員専用

サイト」があります。住所、所属等に変更がありましたら、情報のご更新をお願い申し上げま

す。学会員専用サイトへのログインには、会員番号とパスワードが必要です。お忘れになった

方は、事務局・石井英里子（admin＠js-mr.org 全角の＠を半角の@に変更してください）ま

でお問い合わせください。

■学会費の納入について

今年度も学会費納入をお願い致します。その際、払込料金（手数料）の支払いにつきましては、

会員の皆様の方でご負担お願いいたします。

また、2020年3月31日をもって、これまでの委託先（株式会社アクセライト）との業務提携が

終了いたしました。新しい委託先が決定するまで、事務局で会費に関する業務を行いますので、

事務局・石井英里子（admin＠js-mr.org 全角の＠を半角の@に変更してください）までお問

い合わせください。その際、メールの件名は「多文化関係学会」とし、ご自分の氏名、会員番

号、ご用件をお書きください。また、退会希望の場合も、会費納入状況の確認と合わせて、事

務局へご連絡ください。3月末日までにお知らせがない場合は、自動的に会員資格が更新され

ます。

■会誌『多文化関係学』バックナンバーの販売について

学会誌の販売は、株式会社インターブックスに委託いたしております。 学会誌バックナン

バーのご購入をお考えの会員の方々は、恐れ入りますが、学会事務局ではなくインターブック

スにお問い合わせください。

ホームページ：http://www.interbooks.co.jp/

メールアドレス： info_ml＠interbooks.co.jp （全角の＠を半角の@に変更してください）

電話番号：03(5212)4652 ファクス番号：03(5212)4655

なお、学会誌『多文化関係学』の論文は、論文検索サイトJ-STAGEにおいて順次掲載されて

おります。

（事務局 石井英里子）
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会員資格 氏名 所属 研究分野

正会員 薮田 直子 大阪成蹊大学教育学部 教育学、多文化教育

学生会員 劉 霊司馬
明治大学 博士後期課程 理工学研
究科建築・都市学専攻 総合芸術系

中国文化研究

正会員 杉下 かおり 多摩大学 文化人類学

正会員 加藤 優子
仁愛大学人間学部コミュニケーショ
ン学科

異文化コミュニケーション

学生会員 李 イ莎
明治大学 博士課程 情報コミュニ
ケーション学専攻

社会学 異文化コミュニケーション学

正会員 申 知燕 人文地理学

正会員 林 和眞 東京都市大学都市生活学部 都市地域政策

正会員 薮田 直子 大阪成蹊大学教育学部 教育学、多文化教育

正会員（2021年1月1日から2021年4月30日に入会された方）

ニュースレター委員会より

新入会員紹介（敬称略、入会順）

■著作図書案内・書評・海外シンポジウム参加報告記事募集
ニュースレター（NL）委員会では、次回40号（2022年2月発行予定）掲載記事として、会員の皆様の
著作図書案内、海外シンポジウム参加報告、震災関連や多文化関係学会に関連した研究、関連学会
参加報告記事などを募集しております。次の（1）から（3）の記事をNL委員会にご送付いただきますよ
うお願いいたします。
募集する記事の内容
(1) 学会の趣旨に関連すると思われる著作・訳書などを出された場合
募集対象とする著作の発行時期：2021年5月から2021年12月末まで
書名、著者名、出版社名、出版年、総ページ数と本の内容を200字程度で紹介

(2)学会の趣旨に関連すると思われる著作で、会員に広く紹介することが望ましいと思われる場合
募集対象とする著作の発行時期： 2021年5月から2021年12月末まで
書名、著者名、出版社名、出版年、総ページ数と本の書評を200字程度でまとめる

(3)学会に関連する海外のシンポジウムや震災関連のシンポジウム等、関連学会に参加された場合
募集対象とする時期： 2021年5月から2021年12月末まで

◆ 記事の送付期日：2022年1月9日
◆ 記事の送付先：NL委員会 内藤 伊都子宛 itnaito＠ed.tokyo-fukushi.ac.jp （全角の＠を半
角の@に変更してください）

■関連学会の大会紹介記事の募集
会員に紹介するのにふさわしい関連学会の大会情報を募集しております。具体的には、（1）学会名、
（2）大会名、（3）大会テーマ、（4）大会日時、（5）会場、（6）その他詳細（120字程度）をお書きのうえ、
NL委員会 内藤 伊都子宛 itnaito＠ed.tokyo-fukushi.ac.jp （全角の＠を半角の@に変更してくだ
さい） に送ってくださいますようお願いいたします。

（NL委員会委員長 内藤伊都子）
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編集後記

ニュースレター第39号をお届けいたします。今号では、第20回年次大会の概要をご案内して

おります。昨年から続くコロナ禍において、研究を取り巻く状況もさまざまな影響を受けている

と思われますが、例年とは違った開催方法や大会参加費設定となっておりますので、広く皆さま

の研究活動の場になればと思います。年次大会の今後の詳細につきましては、大会専用ホーム

ページ https://sites.google.com/view/tabunka-annual/ をご覧ください。

また、4月より理事会が新体制となりました。「学術連絡委員会」の立ち上げや『多文化関係

学』の「投稿規程」「執筆要領」の改訂、20周年記念事業作業部会などの動きがあります。

ニュースレター委員会では、今後も会員の皆さまのさまざまな研究の様子を、学会や地区研究会

の活動、著書紹介等を通して、ご報告していきたいと思います。

（NL委員会：内藤伊都子・守﨑誠一）


